


















































































1 ～ 3 班の年もあった程度であったが、それなり
に力作の報告書がまとめられた。

































生が行った19班のうちの 1 班の構成員 1 名によっ
て執筆されたものであるo この第26期生は1926年













































































文中を読むと、「0 は 6 月 19日恰爾演に引かへ
































































































































































































































































































































































































































































































































































4 ）前掲 3 ）。
5 ）田島清三郎か（1930）東亜同文書院大調査旅行報告書の
うち第23回，第84巻「松花江沿岸都会調査」（手書き）。
6 ）東亜同文書院 0930）『足跡ー第26期生大旅行記念誌－J 、
東亜同文書院， 494p. 
7 ）木島清道か 0930）「極光を慕ひてJ、前掲 6 ）所収。 p. p. 
352 ~ 384. 
8 ）東亜同文書院 0955) r東亜同文書院大学史j、 p. p. 242 
~ 243. 
9 ）前掲 7 ）。 p. 376. 


































陶頼昭八元小城子ト称、シテー寒村ニ過ギザリシ 第 4 節官公街
ガ、北方 8 支里ノ処ニ陶頼昭ガアル。元ト此地ハ 地方財務局、特別区第二公署、税掃局、農会、
吉林、ペトナ、街道ノ駅描ニシテ何等見ルベキモ 電報局、電話局等ノ宮街在リ。
ノナカリシガ、東支、吉長両鉄道ノ開通ト松花江
ノ汽船ノ航行トニヨリ、貨客共総べテ小城子ニ集 第 5 節工業
散スルアルニ至リ、現在ニ於テハ小城子ヲ陶頼昭 当地ニ於ケル工業トシテハ唯一軒ノ油房ノアル












































































緒32年ノ春此巡検ヲ昇格シテ新城府トナシ、同知 第 5 節官公街
ヲ更メ検樹j採トナシ、新城府ニ隷属セシメタ。民 扶余県公署、警察事務所、税指徴収局、遊撃馬
国二年府ヲ廃シテ県トナシ、ハルピン西路観察使 隊、郵便局、電報局、清大局、陸軍歩兵営、観学








































































































































日本人（鮮人ヲ含） 1,767 4,426 
中国人 36,994 311,260 
露国人 32,503 71,196 
英国人 53 129 
独乙人 54 134 
仏国人 35 131 
米国人 40 100 
填国人 2 4 
丁抹人 14 32 
伊国人 7 22 
波蘭人 136 507 
葡萄牙人 1 3 
チェッコ・スラプキヤ人 6 23 
投了人 6 11 
猶太人 175 1.361 
アルメニヤ人 8 24 
瑞典人 1 6 
プルガリヤ人 2 5 
印度人 1 6 
和蘭人 3 8 







































































































































































































































































































( B ）大正 5 年 6 月、正金銀行ガソノ支店ヲシ
テ日貨ノ相場ヲ建テ、日貨流通ノ機運ヲ開イタo
( C ）大正 6 年 9 月、朝鮮銀行ガ金券発行権ヲ
有スルニ至リ、ハルピン支店ニ於テ金勘定ニ
座ヲ閲キ金券ノ流通ヲ促進セシメタ。































行ニ係リ、ソノ種類ハ10元、 5 元、 1 元、 50仙、








正 8 年 9 月、中園、交通ノ両銀行ハ初トテ大洋券


















































































ニハJ!I買和裕、盛泰ノ 2 工場ノ設立ヲ見、大正 3 年
ニハ裕太、東亜、同 4 年ニハ徳義盛、義昌信、元
吉、隆徳、同発隆、奉泰義、「カハルキン」、双興、
新泰大Jll買昌ノ 10個ノ工場建テラレシ、大正 6 年






























































































































































































陸路ニヨリ 勃利県へ 55 1-
密山県ヘ 223 1-












































岸ニヨリ約 3 支里ノ地ヨリ牡丹江ノ右岸ニ沿ヒ、 第 4 節 市街ノ状況
長サ 3 露里、幅 4 露里ノ歪形地ヲ占メ、松花江水 市街ハ南北ニ貫ク大街ト之ヲ東西ニ貫ク 2 条ノ
面上約10映乃至30吹ノ粘土砂ノ￥lit積層ヨリ組成セ 大街ヲ幹線トシテ、ソノ他之ニ対シテ縦横セル小






























































































































































































































































焼鍋 1 、雑貨商11、鉄物商 2 、木器店 3 、薬店 5 、
銀細工店 2 、風呂屋 1 、車宿 3 、酷及醤油製造所
1 、劇場 1 、穀物商 5 、飲食店 2 、肉屋 3 、表具










































































































































































































































同文会が設立されると、東亜同文会の中国と 文 報跡伽川崎神化交流事業の具体化 中で 書院構想を実一本へ講をけゴ
一、会の記
E
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の農村地帯が活写されている。中国について言ば、チベットと新彊の主部を除いた中国のメインランドと満州 区はほとんどを歩いており、膨大な調査旅行記録が貯えられた。当時 中国は 清朝末期の混乱期から辛亥革命、 らに軍閥によるしゅ
(47) 
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員や学生を中心に大陸から引き揚げて来たいくつかの大 も加わって一九四六年に設立され 。愛知大学にはかつての東亜同文書院を経営していた東亜同文会から引き継いだ三万五千点の史資料があり、また卒業生 らの多くの諸史料や書籍 寄附も受けている。現在それらを中心にして愛知大学東亜同文書院記念センターを設置し、展示 研究をおこなっている。ぜひ日本へこられたら、ご訪問いただければ嬉しく思います。
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